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する対象者は、研修の受講者で研究の協力が得られた看護師 （計 4名）であった。 




の知識は受講前が 90.6％で受講後は 98.1％、研修過程評価スケールでは 91％の項目
でポジティブな回答だった。 
2018年 X月 P＋7日、日勤内で B病院 14名の看護職員に実施した。期待度は 78.6％
で満足度は 83.2％、窒息の知識は受講前 93.6％で受講後は 100％、研修過程評価スケ
ールは 87％の項目でポジティブな回答だった。パンフレットの意見交換は、対象者の
理解に応じた内容をいくつか作成し選択する、嚥下に注意する食材のみを掲載する等
 
の意見があった。満足度が期待度を下回った受講者 3 名のコメントには、講義内で事
例を入れてほしい等の意見があった。 
考察 
パンフレット内容は、窒息しやすい食材やメニューのイメージを掲載し、看護師と
患者の対話が広がることを狙ったが、意図が伝わりにくいため、ガイドブック作成を
検討する。2施設とも知識確認テストは 5～6ポイント上昇、満足度のほうが期待度よ
り高い、院内研修評価スケールも肯定的意見が多かった。受講者からの評価は概ね良
いため、意見を参考に改善を重ね開発を進めることとした。 
研究発表の方法 （大学紀要もしくは学会誌であれば誌名、ならびに投稿時期を記載する） 
2019年度に日本摂食嚥下リハビリテーション学会誌に投稿予定だったが、研究者の
異動等含め計画通りに進んでいないため、2020年度中に日本摂食嚥下リハビリテーシ
ョン学会に投稿を行う。 
 
 
